
一八二八年三条地震における民衆と民家の被害
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は
じ
め
に

文
政
十
一
年
十
一
月
十
二
日（
一
八
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）に
越
後
で
発
生
し
た
地
震
の
激
震
地
域
は
信
濃
川
流
域
の
平
野
部
で
、
そ
の

震
央
は
三
条
市
付
近（
東
経
一
三
八
・
九
度
、
北
緯
三
七
・
六
度
）と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
牧
之
の
「
永
代
庚
申
帳
」
に
よ
る
と
、
潰
家（
全
壊
家
屋
）は
、
三
条
町
が
二
、四
一
八
軒
、
与
板
町
三
○
五
軒
と
あ
り
、
こ
の
地
震

に
よ
る
三
条
町
・
与
板
町
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
条
町
・
与
板
町
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
町
の
人

口
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
被
害
が
大
き
い
場
所
が
震
源
域
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
与
板
町
下
町
の
潰
家（
皆
潰
、
全
壊
家
屋
）の
比
率
は
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、
中
町
の
比
率
は
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
与
板
町
で
は
、
町
場
が
拡
大
す
る
な
か
で
地
盤
の
弱
い
土
地
に
も
家
を

建
て
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
地
点
で
被
害
が
集
中
し
た
。
与
板
町
全
体
の
家
屋
被
害
は
三
○
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
下

一
八
二
八
年
三
条
地
震
に
お
け
る
民
衆
と
民
家
の
被
害

矢
田　

俊
文
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町
・
中
町
な
ど
与
板
町
の
中
心
地
の
被
害
は
き
わ
め
て
小
さ
い
た
め
、
与
板
町
が
震
源
域
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

三
条
町
東
方
の
地
盤
の
良
い
丘
陵
地
帯
も
家
屋
被
害
率
は
低
い
。
し
か
し
、
地
盤
が
よ
い
に
も
関
わ
ら
ず
家
屋
被
害
率
が
高
い
の
は
、

長
岡
藩
栃
尾
組
の
椿
沢
村
ほ
か
六
か
村
が
所
在
す
る
見
附
市
東
山
丘
陵
で
あ
る
。
東
山
丘
陵
は
活
断
層
が
通
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ

の
地
が
三
条
地
震
の
震
源
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
村
ご
と
の
家
数
と
皆
潰
・
半
潰
等
の
家
屋
被
害
数
が
記
さ
れ
る
確
か
な
史
料
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
。
確
か
な
史
料
を
丹
念
に
読
み
込
ん
で
い
け
ば
、
以
上
の
家
屋
被
害
率
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
新
発
田
藩
へ
の
死
亡
報
告
書
を
読
む
こ
と
で
、
地
震
被
害
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

地
震
直
前
の
生
活

新
潟
市
立
新
津
図
書
館
架
蔵
小
泉
蒼
軒
文
庫
に
は
、
表
紙
に
「
文
政
度
地
震
変
事
御
糺
答
書
」
と
書
か
れ
た
帳
に
所
収
さ
れ
た
文
書
の

一
つ
に
、
新
発
田
藩
中
之
島
組
の
死
亡
報
告
書
が
あ
る
。
こ
の
死
亡
報
告
書
の
全
文
は
末
尾
に
掲
げ
た（
史
料
１
）。
史
料
１
に
は
、
説
明

の
都
合
上
、
各
家
の
報
告
ご
と
に
番
号
を
振
っ
て
い
る
。

史
料
１
は
、
一
八
二
八
年
十
一
月
十
二
日
地
震
の
際
に
新
発
田
藩
中
之
島
組（
３
）
の
村
々
の
被
害
状
況
を
家
ご
と
に
書
き
上
げ
、
藩
に

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
は
居
宅
の
損
壊
状
況
や
死
人
・
怪
我
人
の
状
況
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
１
に
出
て
く
る
村
の
場

所
は
第
１
図
に
示
し
た
。

史
料
１
の
１
丸
山
興
野
の
与
右
衛
門
の
報
告
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

家
族
は
六
人
。
十
二
日
朝
、
皆
が
炉
端
に
集
ま
っ
て
い
た
。
大
地
震
に
よ
っ
て
居
宅
が
揺
れ
潰
れ
、
家
族
は
残
ら
ず
家
の
下
に

な
っ
た
。
私
は
隙
間
よ
り
這
い
出
て
茶
の
間
の
壁
を
破
っ
た
と
こ
ろ
、
母
を
初
め
と
し
て
み
な
壁
な
ど
の
下
に
な
っ
て
い
た
の
で
壁
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を
よ
け
て
助
け
出
し
た
。
怪
我
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
歳
の
与

八
は
柱
の
下
に
な
り
、
全
身
の
骨
が
砕
け
即
死
し
た
。

丸
山
興
野
の
与
右
衛
門
家
の
家
族
は
六
人
で
、
地
震
が
起
こ
る
直
前
、

十
一
月
十
二
日
朝
は
皆
が
炉
端
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
家
族
全
員
、
家
の
下
敷
き
に
な
り
、
三
歳
の
子
が
柱
の
下
敷
き
に
な

り
即
死
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

史
料
１
の
２
下
関
新
田
の
間
脇
与
六
の
報
告
も
見
て
み
よ
う
。

家
族
七
人
。
十
二
日
朝
飯
の
後
、
私
と
忰
与
五
郎
・
二
男
門
四
郎

は
庭
で
稲
こ
な
し
を
し
、
妻
と
女
子
り
も（
娘
十
四
歳
）は
、
茶
の
間

で
糸
を
取
り
、
四
歳
の
女
子
は
側
で
遊
ん
で
い
た
。
大
地
震
に
な

り
、
逃
げ
出
す
間
も
な
く
、
家
は
揺
れ
潰
れ
、
家
族
全
員
、
潰
家
の

下
に
な
っ
た
が
、
手
前
の
軒
下
が
少
し
明
い
て
い
た
の
で
み
な
そ
こ

か
ら
這
い
出
し
た
。
し
か
し
娘
り
も
が
見
え
な
い
の
で
屋
根
を
ま

く
っ
て
捜
し
た
と
こ
ろ
、
さ
し
の
下
に
い
た
の
で
、
地
形
の
土
を

掘
っ
て
引
き
出
し
介
抱
し
た
が
、
す
で
に
息
が
な
か
っ
た
。

下
関
新
田
の
間
脇
与
六
家
の
家
族
は
七
人
で
、
地
震
が
起
き
る
前
に
は

す
で
に
朝
食
を
す
ま
せ
、
与
六
は
伜
と
二
男
の
三
人
で
稲
こ
な
し（
脱
穀
）

を
し
て
お
り
、
妻
と
十
四
歳
の
娘
は
茶
の
間
で
糸
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
、
四
歳
の
子
は
そ
の
そ
ば
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

信濃川

刈
谷
田
川

道金

今井

坂井

今町
芝野町

上新田町

三林町真野代新田

下関新田
中之島町

丸山興野
安田興野

今井野新田
三条 五十嵐川

刈谷田川
信
濃
川

第１図　1828年三条地震による死亡者の分布（越後国新発田藩中之島組）
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に
、
家
族
全
員
、
潰
れ
た
家
の
下
敷
き
に
な
り
、
娘
り
も
は
、
さ
し
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

庭
で
稲
こ
な
し
を
し
て
い
た
時
に
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
庭
は
屋
外
の
庭
で
は
な
く
、
屋
内
に
あ
る
作
業
場
と
し

て
の
庭
で
あ
る
。
与
六
の
子
の
う
ち
、
男
は
与
六
と
と
も
に
稲
こ
な
し
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
十
四
歳
の
娘
は
母
親
と
と
も
に
糸
を
取
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
食
が
終
わ
る
と
子
ど
も
は
親
と
と
も
に
働
い
て
い
た
。
た
だ
、
四
歳
の
子
ど
も
は
遊
ん
で
い
た
。
子
ど
も
と

い
っ
て
も
、
年
齢
の
違
い
で
、
働
く
者
と
遊
ぶ
者
が
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
み
た
の
は
史
料
１
の
１
と
２
の
事
例
で
あ
る
が
、
死
亡
報
告
書
を
丹
念
に
読
む
と
、
一
八
二
八
年
の
越
後
蒲
原
郡
地
域
の
民
衆
の

生
活
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
地
震
が
起
き
る
直
前
の
朝
食
前
後
の
民
衆
の
生
活
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
一
八
二
八
年
の
越
後
蒲
原
郡
地
域
の
民
衆
の
生
活
、
十
一
月
十
二
日
の
朝
食
前
後
の
民
衆
の
生

活
を
復
元
で
き
る
。

当
時
の
生
活
習
慣
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
０
歳
児
は
つ
ぐ
ら
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
梁
に
船
が
吊
っ
て
あ
っ
た
こ
と
、
梁
の
上
に

長
木
を
敷
き
渡
し
種
子
俵
な
ど
を
積
み
重
ね
て
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
家
で
は
、
食
後
は
労
働
を
し
て
い
た
。
庭
で

は
稲
こ
な
し
・
籾
拵
え
・
籾
臼
挽
き
、
茶
の
間
で
は
糸
取
り
、
水
屋
で
は
鍋
洗
い
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
市
に
出
て
商
売
を
す
る
も
の
も
い
た
。
三
条
の
市
に
も
の
を
売
り
に
行
く
村
は
新
発
田
藩
中
之
島
組
の
う
ち
の
三
条
町
に
近
い

今
井
町
新
田
と
道
金
村（
第
１
図
）の
農
民
で
、
中
之
島
組
で
も
三
条
町
に
近
い
村
で
あ
っ
た
。
売
る
品
物
は
、
里
芋
・
摘
菜
と
真
蓑
で

あ
る
。

年
齢
に
よ
っ
て
生
活
の
違
い
が
わ
か
る
。
二
○
歳
以
下
の
年
齢
の
者
は
労
働
す
る
者
と
労
働
し
な
い
者
が
い
る
。
労
働
を
し
な
い
で
遊

ん
で
い
る
者
は
子
ど
も
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ま
た
、
階
層
に
よ
っ
て
生
活
の
違
い
が
わ
か
る
。
十
一
月
十
二
日（
西
暦
一
二
月
一
八
日
）の
朝
食
後
、
炬
燵
を
使
っ
て
い
る
家
は
名
主
と

医
者
の
家
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
百
姓
の
家
長
ら
は
庭
や
市
で
労
働
を
し
て
い
る
が
、
名
主
は
書
き
物
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
名
主
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の
子
は
毎
朝
素
読
に
通
っ
て
い
て
、
労
働
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
他
の
家
の
子
と
は
違
っ
て
い
た
。

二　

地
震
被
害
と
民
家

一
章
で
は
、
一
八
二
八
年
三
条
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
新
発
田
藩
中
之
島
組
の
地
震
直
前
の
生
活
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
し
か

し
、
史
料
１
は
、
地
震
直
前
の
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
死
亡
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き

る
史
料
で
あ
る
。
死
亡
の
原
因
、
部
屋
名
称
、
建
築
部
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
わ
か
る
。

即
死
者
の
多
く
は
家
屋
が
全
壊
し
て
、
建
築
部
材
の
下
敷
き
に
な
っ
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
場
合
は
壁
が
揺
れ
落
ち
て
そ
の

た
め
に
な
く
な
っ
た
場
合
も
あ
る
。
半
壊
で
な
く
な
っ
た
事
例
は
子
ど
も
の
場
合
し
か
な
い
。
老
年
の
場
合
は
、
病
気
が
原
因
で
気
絶
し

て
な
く
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
上
か
ら
落
ち
て
来
た
建
築
部
材
の
下
敷
き
に
な
ら
な
く
て
も
、
子
ど
も
と
老
年
は
死
亡
す
る
場
合
が

あ
る
。

即
死
者
は
全
体
で
四
七
人
、
年
齢
層
別
に
み
る
と
、
子
ど
も
一
八
人
、
青
年
八
人
、
壮
年
一
○
人
、
老
年
一
一
人
で
、
割
合
で
み
れ
ば
、

子
ど
も
三
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
年
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
壮
年
二
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
老
年
二
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
家
族
全

体
の
う
ち
の
子
ど
も
の
割
合
は
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
老
年
の
割
合
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
で
、
子
ど
も
と
老
年
の
即
死
率
が
高
い
。

次
に
部
屋
名
称
、
建
築
部
材
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
部
屋
名
称
・
建
築
部
材
な
ど
の
民
家
の
研
究
は
、
普
請
帳
の
検
討
や
聞
き
取
り

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
災
害
関
係
文
書
か
ら
民
家
を
研
究
す
る
と
い
う
研
究
は
佐
伯
安
一
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
佐

伯
氏
は
地
震
災
害
の
史
料
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
１
の
よ
う
な
地
震
に
よ
る
民
家
倒
壊
の
報
告
史
料（
死
亡
報
告
書
）に
よ
っ
て
、

建
築
部
材
・
部
屋
名
称
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
み
た
史
料
１
の
１
・
２
の
史
料
か
ら
も
う
一
度
、
建
築
部
材
・
部
屋
名
称
を
見
て
み
よ
う
。
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史
料
１
の
１
丸
山
興
野
の
与
右
衛
門
の
報
告
か
ら
は
、
部
屋
名
称
と
し
て
茶
の
間
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
１
の
２
下
関
新
田

の
間
脇
与
六
の
報
告
か
ら
は
、
部
屋
名
称
と
し
て
庭
・
茶
の
間
、
建
築
部
材
と
し
て
さ
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

史
料
１
か
ら
部
屋
名
称
・
建
築
部
材
を
探
し
出
し
表
に
し
た
も
の
が
第
１
表
で
あ
る
。
史
料
１
は
四
二
例
の
報
告
が
あ
る
が
、
41
と
42
は

同
一
人
物
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
で
第
１
表
で
は
一
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。

水
屋
は
部
屋
の
名
前
で
あ
る
。
21
に
は
、
今
井
野
新
田
の
彦
一
の
娘
や
つ
が
鍋
を
洗
っ
て
い
る
場
所
を
水
屋
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
建
築
史
研
究
で
は
、
聞
き
取
り
に
よ
り
、
ミ
ジ
ャ
・
ミ
ン
ジ
ャ
・
ミ
ズ
ヤ
と
い
う
部
屋
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
年
月

日
が
明
確
な
史
料
か
ら
鍋
を
洗
う
場
所
と
し
て
水
屋
と
い
う
部
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
41
に
は
調
合
の
間
と
い
う
部
屋
呼
称
が
見

え
る
が
、
こ
れ
は
今
町
の
医
者
の
家
で
あ
る
。
医
者
の
家
は
41
の
み
で
あ
る
。

第
１
表
か
ら
、
一
八
二
八
年
越
後
蒲
原
郡
地
域
の
民
家
は
、
庭
・
茶
の
間
・
寝
間
・
水
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
建
築
部
材
と
し

て
は
、
桁
・
庇
・
鴨
居
・
さ
し
・
梁
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
一
八
二
八
年
の
三
条
地
震
の
際
に
新
発
田
藩
中
之
島
組
の
う
ち
で
、
死
亡
者
を
出
し
た
家
の
藩
へ
の
報
告
書（
史
料
１
）を

見
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
震
前
の
民
衆
の
生
活
や
民
家
の
部
屋
名
称
・
建
築
部
材
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

こ
の
報
告
書
か
ら
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
様
々
な
こ
と
が
わ
か
る
。
三
条
町
の
市
に
も
の
を
売
り
に
出
か
け
、
そ
の
地
で
死
亡
し
、
そ

の
遺
骸
を
家
族
が
村
に
運
び
帰
っ
た
と
い
う
具
体
的
な
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る（
32
・
36
）。
ま
た
、
即
死
者
を
出
し
た
四
二
家
の
う
ち
名

主
の
家
は
二
軒（
40
・
41
）だ
け
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
軒
は
よ
そ
の
家
で
被
害
に
あ
っ
た
の
で
、
揺
れ
潰
れ
た
名
主
の
家
は
柴
野
村
の
理

左
衛
門
の
家
だ
け
で
あ
っ
た
。
中
之
嶋
町
名
主
与
文
治
の
家
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
痛
ん
だ
だ
け
で
あ
っ
た（
41
）。
名
主
の
家
が
四
二
例
中
一
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第１表　1828年三条地震新発田藩民家建築部材・部屋名称等一覧
番号 地 域 名 建 築 部 材 ・ 部 屋 名 称 等 現行政地名 備　　　　考
1 丸山興野 爐端、茶之間壁、壁 見附市
2 下関新田 庭、茶之間、さし、地形土 見附市
3 下関新田 茶之間爐端、桁 見附市
4 坂井村 茶之間、庭 見附市
5 坂井村 庭、梁 見附市
6 坂井村 庭、茶之間、壁 見附市
7 坂井村 庭、茶之間梁 見附市
8 坂井村 庭、茶之間爐端、台所梁 見附市
9 三林村 間切壁 見附市
10 中之島町 台所、庫裏、梁、破風 長岡市 寺院
11 三林村 寝間 見附市
12 三林村 茶之間、野敷地之桁 見附市
13 三林村 茶之間、さし 見附市
14 安田興野 庭、茶ノ間、窓、壁、庭之さし 見附市
15 安田興野 庭、茶之間、庇、鴨居 見附市
16 安田興野 庭、茶ノ間 見附市
17 安田興野 庭、茶之間、上家、庇、さし 見附市
18 柴野村 寝間、茶ノ間、鴨居、壁 見附市
19 今井野新田 庭、庭之隅ミ梁 三条市
20 今井野新田 庇 三条市
21 今井野新田 庭、水屋、下家柱 三条市
22 今井野新田 台所、下家 三条市
23 今井野新田 庭、庭之中仕切、梁 三条市
24 今井野新田 梁 三条市
25 上新田 庭、茶之間爐端、寝間、茶之間壁、天窓、壁、地之桁 見附市
26 上新田 庭、茶ノ間爐端、梁 見附市
27 上新田 庭、庭壁、茶ノ間壁、地之桁、庇 見附市
28 上新田 庭、茶ノ間鴨居 見附市
29 上新田 壁、茶之間梁 見附市
30 上新田 庭、壁、柱 見附市
31 今井新田 水屋、庭、窓、壁、茶ノ間梁 三条市
32 三条町 軒下、庇、桁 三条市 三条町田巻や権右衛門家
33 今井新田 庭、茶之間、壁、外家之桁 三条市
34 今井新田 物置水屋之窓、茶之間之さし 三条市
35 今井新田 茶之間、庇、土台 三条市
36 三条町 庇 三条市 本寺小路錠屋長左衛門宅
37 道金村 茶之間梁 三条市
38 道金村 茶之間爐端、茶之間桁と柱 三条市
39 丸山興野 梁、壁、茶之間隅ニ壁并さし地之桁、さし桁 見附市
40 柴野村 寝間、茶之間、壁、煙出シ、梁 見附市 名主
41 今町 寝間、調合之間、茶の間、さし 見附市 医者

典拠）新潟市立新津図書館小泉蒼軒文庫文書　　　注）36 本寺小路は三条町
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軒
し
か
全
壊
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
他
の
民
家
と
名
主
の
家
の
作
り
は
違
う
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
研
究
課
題
が
出
て

く
る
。

こ
れ
か
ら
も
確
実
な
地
震
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
家
屋
倒
壊
率
、
地
震
前
の
民
衆
の
生
活
、
死
亡
原
因
、
部
屋
呼
称
、
建
築
部
材
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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一八二八年三条地震における民衆と民家の被害

9

9

付　

史
料
１

（
表
紙
）

「　

文
政
度

　

 

地
震
変
事
御
糺
答
書　

」

就
御
糺
乍
恐
以
書
付
御
答
申
上
候

（1）
一
、
当
十
二
日
朝
大
地
震
ニ
而
銘
々
居
宅
及
潰
家
、
私
共
家

内
之
内
怪
我
死
仕
候
始
末
有
体
可
申
上
旨
御
糺
御
座

候
、

此
段
丸
山
興
野
与
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
六

人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
一
同
爐
端
ニ
相
寄
罷
有

候
処
、
大
地
震
ニ
而
居
宅
動
潰
レ
、
家
内
不
残
潰
家
之

下
ニ
相
成
、
私
義
漸
透
間
ゟ
這
出
、
夫
ゟ
茶
ノ
間
壁
ヲ

破
り
候
処
、
母
始
一
同
壁
等
之
下
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、

取
除
ケ
助
出
、
怪
我
不
仕
候
得
共
、
三
才
ニ
相
成
候
与

八
義
は
柱
転
候
下
ニ
相
成
、
惣
身
骨
砕
ケ
即
死
仕
候
、

不
慮
之
災
難
ニ
而
与
八
義
怪
我
死
仕
候
段
、
残
念
至
極

歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（2）
一
、
此
段
下
関
新
田
間
脇
与
六
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
七

人
暮
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
後
、
私
并
忰
与
五

郎
、
二
男
門
四
郎
儀
、
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
妻
并
娘

十
四
才
ニ
相
成
候
女
子
り
も
儀
は
、
茶
ノ
間
ニ
糸
を
取

罷
在
、
四
才
ニ
相
成
候
女
子
義
は
側
ニ
遊
居
候
処
、
俄

之
大
地
震
ニ
而
、
逃
出
候
間
も
無
之
内
、
居
宅
動
潰
れ
、

家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
前
手
軒
下
少
々
明

キ
居
候
ニ
付
、
一
同
追
々
這
出
候
得
共
、
り
も
不
相
見

ニ
付
、
夫
ゟ
屋
根
を
ま
く
り
相

候
処
、
さ
し
之
下
ニ

相
成
居
候
ニ
付
、
地
形
土
を
堀
透
シ
引
出
介
抱
仕
候
得

共
、
最
早
息
切
れ
罷
有
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
り
も
怪

我
死
仕
段
、
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申

上
品
無
御
座
候

（3）
一
、
此
段
同
村
本
家
平
七
御
答
申
上
候
、
私
家
内
七
人
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
給
、
私
并
九
才
ニ
罷
成
候
女

子
り
せ
義
、
茶
之
間
爐
端
ニ
罷
在
、
忰
夫
婦
、
二
男
甚

蔵
義
は
稲
こ
な
し
仕
居
、
子
供
両
人
は
外
ニ
遊
居
候
処
、

大
地
震
ニ
而
私
義
り
せ
を
引
連
れ
、
表
口
迄
驅
出
候
処
、

忽
居
宅
動
潰
、
利
勢
義
桁
之
下
ニ
相
成
、
私
義
は
漸
這
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出
、
其
外
忰
夫
婦
、
二
男
と
も
追
々
遁
出
候
ニ
付
、
夫

ゟ
屋
根
ヲ
ま
く
り
桁
を
刎
起
、
り
せ
を
引
出
候
得
共
、

最
早
息
絶
罷
在
、
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右

之
外
御
答
可
申
上
品
無
御
座
候

（4）
一
、
此
段
坂
井
村
本
家
弥
助
病
気
ニ
而
、
忰
勇
吉
御
答
申
上

候
、
私
義
両
親
、
弟
、
子
供
と
も
都
合
九
人
家
内
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
両
親
并
子
供
四
人
義
は
茶
之
間

ニ
罷
有
、
私
夫
婦
、
弟
乙
蔵
義
は
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居

候
処
、
大
地
震
ニ
而
忽
チ
居
宅
動
潰
し
、
家
内
一
同
潰

家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
鳴
立
候
処
、
近
所
之
も
の
驅

付
、
家
根
ヲ
ま
く
り
呉
候
ニ
付
、
庭
ニ
罷
有
候
私
夫
婦
、

弟
と
も
這
出
、
夫
ゟ
両
親
始
子
供
三
人
助
出
候
得
共
、

十
一
才
ニ
相
成
候
娘
さ
ん
義
不
相
見
、
被
挟
即
死
仕
居

候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
さ
ん
義
怪
我
死
仕
候
段
、
何
共

残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座

候「（
張
紙
）相成

候
娘
さ
ん
義
相
見
へ
す
ニ
付
、
所
々
相
尋
候
処
、

扨
ニ
首
を
被
挟
即
死（
１
）」

（5）
一
、
此
段
同
村
本
家
亡
与
右
衛
門
妻
さ
ん
御
答
申
上
候
、
私

家
内
五
人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
私
夫
婦
、
娘
も

や
義
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
子
供
両
人
義
は
外
ト
ニ
遊

居
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
逃
出
候
間
も
無
之
内
、
居

宅
動
潰
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
、
夫
義
は
梁
ニ

被
敷
、
引
出
候
儀
も
不
相
成
ニ
付
、
助
呉
候
様
鳴
立
候

処
、
近
所
之
も
の
驅
付
、
屋
根
ヲ
ま
く
り
呉
候
ニ
付
這

出
、
夫
ゟ
梁
を
切
除
ケ
、
介
抱
仕
候
得
共
、
最
早
息
絶

罷
有
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
、
夫
義
怪
我
死
仕
候
段
、

何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
、
可
申
上
品

無
御
座
候

（6）
一
、
此
段
同
村
与
惣
兵
衛
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
八
人
ニ

御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
私
并
忰
夫
婦
、
娘
両
人
と
も

庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
三
才
ニ
相
成
候
孫
勇
蔵
義
も
脇

ニ
遊
居
、
妻
并
二
男
軍
蔵
義
ハ
茶
ノ
間
ニ
罷
在
候
処
、

俄
之
大
地
震
ニ
而
居
宅
動
潰
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ

相
成
候
ニ
付
、
鳴
立
候
処
、
近
所
之
も
の
驅
付
、
屋
根

ヲ
ま
く
り
呉
候
ニ
付
、
追
々
這
出
候
得
共
、
孫
勇
蔵
義
、

壁
之
下
ニ
相
成
、
即
死
仕
居
、
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷

奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候
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（7）
一
、
此
段
坂
井
村
百
姓
助
七
御
答
申
上
候
、
家
内
四
人
暮
ニ

御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
給
仕
廻
、
私
妻
両
人
義
ハ

庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
子
供
両
人
は
外
江
遊
ニ
罷
越
居

候
処
、
大
地
震
ニ
而
其
侭
潰
家
下
ニ
相
成
、
外
江
遁
出
候

儀
も
出
来
兼
、
夫
婦
倶
々
鳴
立
居
候
処
、
近
所
之
者
罷

越
、
家
根
ヲ
破
り
呉
候
ニ
付
、
外
江
罷
出
見
候
処
、
二

男
藤
五
郎
義
外
ニ
罷
在
候
得
共
、
忰
助
太
郎
義
は
不
相

見
候
ニ
付
、
尋
見
候
処
、
外
ゟ
外（
マ
マ
）ゟ
罷
帰
り
居
候
と
相

見
、
茶
之
間
梁
下
ニ
被
押
付
、
即
死
仕
居
候
ニ
付
、
手

子
ニ
而
刎
除
差
出
候
儀
ニ
御
座
候
、
不
慮
之
儀
ニ
而
怪
我

死
仕
、
何
共
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外

可
申
上
品
無
御
座
候

（8）
一
、
此
段
同
村
百
姓
平
三
郎
御
答
申
上
候
、
私
義
五
人
家
内

ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
後
、
私
夫
婦
、
娘
も
と

三
人
ニ
而
、
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
母
義
ハ
茶
之
間
爐

端
ニ
罷
在
、
二
女
と
ミ
義
は
外
江
遊
ニ
罷
出
居
候
処
、

大
地
震
ニ
而
忽
動
り
潰
、
四
人
共
潰
家
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、

鳴
立
居
候
処
、
近
所
之
者
罷
越
家
根
を
破
呉
候
ニ
付
、

母
、
娘
、
妻
倶
々
外
江
罷
出
候
処
、
娘
も
と
相
見
へ
不

申
候
ニ
付
、
夫
ゟ
尋
見
候
処
、
台
所
梁
ニ
被
押
付
即
死

仕
居
候
ニ
付
、
梁
を
切
除
差
出
候
儀
ニ
御
座
候
、
不
慮

之
儀
ニ
而
娘
義
怪
我
死
仕
、
何
共
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右

之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（9）
一
、
此
段
三
林
村
百
姓
仁
太
郎
忰
馬
助
御
答
申
上
候
、
家
内

両
親
、
私
夫
婦
、
小
児
壱
人
、
弟
壱
人
都
合
家
内
農
業

渡
世
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
給
仕
廻
罷
在
候
処
、

俄
之
地
震
ニ
而
半
潰
家
ニ
相
成
、
右
小
児
遊
ひ
居
候
上
江

間
切
壁
動
落
候
処
、
其
侭
息
絶
即
死
仕
候
、
不
慮
之
災

難
と
ハ
乍
申
怪
我
死
仕
、
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存

候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（10）
一
、
此
段
同
村
百
姓
利
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
七
人
家

内
ニ
御
座
候
処
、
十
九
才
ニ
相
成
候
娘
り
の
義
は
、
去

暮
ゟ
中
之
嶋
町
願
勝
寺
ニ
奉
公
ニ
差
置
候
処
、
当
十
二

日
朝
飯
給
仕
廻
罷
有
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
、
居
宅

之
儀
潰
家
ニ
相
成
候
得
共
、
怪
我
等
も
不
仕
候
得
共
、

願
勝
寺
ニ
差
置
候
娘
り
の
義
、
台
所
ニ
食
焚
居
候
処
、

同
寺
之
庫
裏
動
潰
、
梁
之
下
ニ
相
成
即
死
仕
候
旨
為
知

来
候
ニ
付
、
不
取
敢
親
類
、
組
合
六
、七
人
ニ
而
罷
越
見
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請
候
処
、
其
侭
ニ
相
成
居
、
寺
之
義
ニ
候
得
共
、
早
速

家
根
ヲ
候
義
も
不
相
成
候
ニ
付
、
破
風
之
明
キ
間
ゟ
梯

子
ヲ
懸
、
釣
り
揚
ケ
候
而
差
出
外
、
存
念
も
無
之
儀
ニ
付
、

其
侭
引
取
候
義
ニ
御
座
候
、
不
慮
之
災
難
と
ハ
乍
申
娘

義
怪
我
死
仕
候
段
、
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、

右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（11）
一
、
此
段
同
村
百
姓
太
左
衛
門
病
気
ニ
付
、
忰
太
久
次
御
答

申
上
候
、
私
家
内
祖
母
并
両
親
、
兄
弟
五
人
、
私
夫
婦
、

娘
壱
人
、
都
合
拾
壱
人
家
内
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日

一
同
朝
飯
給
仕
廻
、
親
太
左
衛
門
義
は
八
十
九
才
ニ
相

成
候
、
祖
母
老
病
ニ
而
寝
間
ニ
臥
居
候
ニ
付
、
側
江
罷
越

居
、
弟
儀
八
義
は
外
江
遊
ひ
ニ
罷
出
居
候
処
、
大
地
震

ニ
而
逃
出
候
間
も
無
之
内
、
暫
時
何
レ
も
潰
家
下
ニ
相

成
、
外
へ
可
出
様
無
之
、
鳴
立
居
候
処
、
近
所
之
者
罷

越
、
家
根
ヲ
破
り
呉
候
ニ
付
、
先
祖
母
儀
父
左
衛
門
ヲ
連

立
、
外
江
罷
出
候
下
タ
追
々
外
へ
罷
出
、
何
れ
も
怪
我

等
無
之
候
得
共
、
祖
母
義
全
体
極
老
と
申
病
気
ニ
而
臥

居
候
得
共
、
居
宅
動
潰
候
砌
、
闇
ニ
而
気
絶
い
た
し
候

義
と
相
見
、
無
間
も
相
果
候
義
ニ
御
座
候
、
不
慮
之
義

ニ
而
死
去
仕
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右

之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（12）
一
、
此
段
同
村
百
姓
亡
八
郎
治
忰
勘
治
御
答
申
上
候
、
両
親
、

祖
母
、
子
供
両
人
、
都
合
七
人
家
内
ニ
御
座
候
処
、
当

十
二
日
一
同
朝
飯
給
懸
り
、
茶
之
間
ニ
罷
在
候
処
、
大

地
震
ニ
而
逃
出
候
間
も
無
之
、
何
れ
も
潰
家
之
下
ニ
相

成
、
外
へ
遁
出
候
儀
も
出
来
兼
、
鳴
立
居
候
処
、
近
所

之
者
罷
越
候
而
、
家
根
を
破
り
呉
候
ニ
付
、
祖
母
始
追
々

連
立
差
出
候
得
共
、
親
八
郎
義
は
野
敷
地
ノ
桁
下
ニ
相

成
、
即
死
仕
居
候
ニ
付
、
桁
取
除
差
出
候
儀
ニ
御
座
候
、

前
段
之
仕
合
ニ
而
可
介
出
様
無
御
座
候
、
不
慮
之
災
難

ニ
而
怪
我
死
仕
、
何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右

之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（13）
一
、
此
段
同
村
百
姓
市
内
御
答
申
上
候
、
私
家
内
八
人
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
給
仕
廻
、
家
内
一
同
茶
之
間

ニ
罷
在
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
素
ゟ
古
家
之
事
故
、

外
へ
罷
出
候
間
も
無
之
、
即
時
ニ
潰
家
ニ
相
成
、
私
始

忰
与
助
、
四
男
六
四
郎
三
人
共
、
さ
し
之
下
ニ
被
押
付

候
得
共
、
私
、
六
四
郎
両
人
義
は
、
身
体
自
由
も
相
成
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候
得
共
、
忰
与
市
義
は
強
く
被
押
付
、
何
分
遁
出
候
義

出
来
兼
、
鳴
立
居
候
処
、
近
所
之
者
罷
越
、
家
根
を
破

り
さ
し
を
切
払
呉
候
ニ
付
、
七
拾
九
歳
ニ
相
成
候
母
、

娘
、
追
々
連
立
外
へ
差
出
候
得
共
、
与
市
義
其
侭
即
死

仕
候
義
ニ
御
座
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
怪
我
死
仕
、
何

共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御

座
候

（14）
一
、
此
段
安
田
興
野
与
助
御
答
申
上
候
、
私
義
七
人
家
内
ニ

而
農
業
渡
世
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
当
十
二
日
朝
、
私
夫

婦
、
忰
与
市
、
娘
り
も
、
四
人
ニ
て
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕

居
、
子
供
両
人
義
は
茶
ノ
間
ニ
罷
在
候
処
、
俄
之
大
地

震
ニ
而
居
宅
動
潰
れ
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候

処
、
私
并
忰
、
娘
義
は
窓
ゟ
漸
這
出
、
夫
ゟ
壁
義
打
破

り
、
妻
并
子
供
を
相

候
処
、
妻
義
は
庭
之
さ
し
ニ
被

挟
即
死
仕
居
、
子
供
両
人
義
は
怪
我
も
不
仕
罷
有
候
得

共
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
妻
義
怪
我
死
仕
候
段
、
何
共
残

念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（15）
一
、
此
段
同
村
源
助
御
答
申
上
候
、
私
義
六
人
家
内
ニ
而
農

業
渡
世
ニ
御
座
候
処
、
然
ル
処
当
十
二
日
朝
、
私
并
忰

夫
婦
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
妻
并
子
供
両
人
は
茶
之
間

ニ
罷
有
候
処
、
大
地
震
ニ
て
逃
出
候
間
も
無
之
内
、
居

宅
動
潰
レ
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
私
并

忰
夫
婦
之
も
の
義
庇
之
下
ニ
倒
れ
候
透
間
ゟ
追
々
這

出
、
夫
ゟ
茶
之
間
屋
根
を
破
り
妻
并
女
子
せ
か
を
助
出

し
候
得
共
、
弐
才
ニ
相
成
候
な
か
義
、
鴨
居
之
下
ニ
相

成
相
果
居
、
何
共
不
便
之
義
と
相
歎
キ
罷
在
候
義
ニ
御

座
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（16）
一
、
此
段
同
村
甚
九
郎
病
気
ニ
而
忰
卯
左
衛
門
御
答
申
上
候
、

私
家
内
八
人
農
業
渡
世
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
当
十
二
日

朝
飯
後
、
私
并
娘
の
せ
義
は
庭
ニ
籾
臼
を
挽
罷
有
、
父

始
家
内
一
同
ハ
茶
ノ
間
ニ
罷
有
候
処
、
大
地
震
ニ
而
忽
チ

居
宅
動
潰
、
家
内
不
残
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
助

呉
候
様
鳴
立
候
処
、
近
所
之
も
の
驅
付
、
屋
根
を
ま
く

り
呉
候
ニ
付
、
一
同
遁
出
候
得
共
、
当
才
之
男
子
権
蔵

つ
く
ら
ニ
入
置
候
処
江
、
上
具
落
即
死
仕
、
何
共
不
便

之
至
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（17）
一
、
此
段
同
村
三
次
郎
御
答
申
上
候
、
私
義
九
人
家
内
ニ
て

農
業
渡
世
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
当
十
二
日
朝
飯
後
、
私
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并
男
子
四
人
は
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、
妻
義
は
茶
之
間

ニ
手
仕
事
仕
居
候
、
側
ニ
子
供
三
人
共
罷
在
候
処
、
大

地
震
ニ
て
逃
出
之
間
も
無
之
内
、
居
宅
及
潰
家
、
一
同

潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
上
家
と
庇
之
離
レ
候
所
ゟ
私

并
男
子
四
人
と
も
這
出
、
夫
ゟ
茶
之
間
屋
根
を
ま
く
り

候
処
、
子
共（
供
）両
人
義
は
無
難
ニ
罷
有
候
得
共
、
妻
并
八

才
ニ
相
成
候
女
子
と
や
義
、
さ
し
ニ
被
挟
居
候
ニ
付
、

手
子
ニ
而
刎
除
ケ
引
出
シ
、
介
抱
仕
候
得
共
、
最
早
息
絶

罷
有
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可

申
上
品
無
御
座
候

（18）
一
、
此
段
芝
野
村
常
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
家
内
七
人
ニ

御
座
候
処
、
母
義
当
夏
中
ゟ
病
気
ニ
て
寝
間
ニ
打
臥
罷

在
、
私
始
家
内
一
同
茶
ノ
間
ニ
罷
在
候
処
、
俄
之
大
地

震
ニ
付
、
先
ツ
母
ヲ
引
連
レ
一
同
驅
出
候
内
、
急
ニ
動
潰

れ
、
家
内
不
残
潰
家
之
下
ニ
相
成
、
母
始
私
共
義
も
上

具
并
鴨
居
、
壁
等
ニ
被
敷
、
身
体
自
由
ニ
不
相
成
ニ
付
、

助
呉
候
様
鳴
立
候
処
、
近
所
之
も
の
驅
付
、
屋
根
を
ま

く
り
、
私
并
妻
、
子
供
を
助
呉
候
処
、
怪
我
も
不
仕
、

母
義
は
上
具
之
下
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、
取
除
ケ
介
抱
仕

候
得
共
、
病
気
之
上
極
老
ニ
御
座
候
得
は
、
最
早
息
絶
、

致
方
も
無
御
座
候
、
誠
ニ
残
念
至
極
、
何
共
歎
ケ
敷
奉

存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（19）
一
、
此
段
今
井
野
新
田
弥
助
忰
保
之
助
御
答
申
上
候
、
私
義

両
親
并
妻
子
共
七
人
家
内
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
当
十
二

日
朝
家
内
一
同
庭
江
罷
出
、
籾
拵
ニ
取
掛
居
候
処
、
俄

之
大
地
震
ニ
而
忽
居
宅
動
潰
、
家
内
不
残
潰
家
之
下
ニ

相
成
候
ニ
付
、
狼
唄（

狽
）

罷
在
候
内
、
窓
明
り
有
之
ニ
付
、

先
父
を
引
連
、
一
同
這
出
候
得
共
、
母
并
弟
弥
五
郎
共

不
相
見
ニ
付
、
屋
根
を
破
り
相

候
処
、
母
并
弟
共
ニ

庭
之
隅
ミ
梁
之
下
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、
驚
キ
梁
を
刎
起
シ

介
抱
仕
候
得
共
、
首
筋
江
強
ク
当
り
、
最
早
息
絶
罷
在
、

不
慮
之
災
難
ニ
而
母
并
弟
共
怪
我
死
仕
候
段
、
何
共
歎
ケ

敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（20）
一
、
此
段
同
村
伴
七
御
答
申
上
候
、
私
義
五
人
家
内
ニ
御
座

候
処
、
当
十
二
日
朝
一
同
藁
仕
事
ニ
取
懸
り
居
候
処
、

大
地
震
ニ
付
、
逃
出
候
様
声
掛
、
家
内
一
同
表
口
江
走

出
候
内
、
居
宅
動
潰
れ
、
二
男
伴
四
郎
出
後
れ
ニ
相
成

候
処
、
庇
腰
江
突
掛
ケ
打
倒
れ
候
ニ
付
、
直
ク
様
庇
を

フ�ックid6.indb   14フ�ックid6.indb   14 12/04/25   15:5012/04/25   15:50
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



一八二八年三条地震における民衆と民家の被害

15

15

取
除
ケ
介
抱
仕
候
得
共
、
最
早
息
切
レ
罷
在
、
何
共
残

念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座

候

（21）
一
、
此
段
同
村
彦
市
御
答
申
上
候
、
私
義
九
人
家
内
ニ
御
座

候
処
、
当
十
二
日
朝
一
同
庭
ニ
籾
臼
挽
ニ
取
懸
罷
在
候

処
、
大
地
震
ニ
付
私
始
忰
并
家
内
者
と
も
老
母
を
引
連

れ
表
通
り
江
走
り
出
候
内
、
忽
居
宅
動
潰
れ
、
女
子
や

つ
義
水
屋
ニ
鍋
を
洗
ひ
罷
在
、
出
後
ニ
相
成
、
下
家
柱

下
ニ
相
成
、
其
侭
即
死
仕
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷

奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（22）
一
、
此
段
同
村
森
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
拾
五
人
家
内

ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
私
義
冬
囲
仕
、
表
通
り
ニ

罷
在
候
処
、
大
地
震
ニ
而
家
内
一
同
小
児
を
召
連
驅
出

候
得
共
、
女
子
の
り
台
所
ニ
罷
在
、
出
後
ニ
相
成
居
候

内
、
居
宅
潰
、
下
家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
刎
除
ケ
引

出
候
得
共
、
最
早
息
切
レ
罷
在
、
何
共
残
念
至
極
、
歎

ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（23）
一
、
此
段
同
村
弥
五
助
御
答
申
上
候
、
私
義
八
人
家
内
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
一
同
庭
江
罷
出
籾
搗
ニ
取
懸
り

罷
在
候
処
、
大
地
震
ニ
付
、
忰
清
吉
義
、
私
を
引
連
前

口
江
走
り
出
、
家
内
之
も
の
共
も
追
々
驅
出
候
内
、
居

宅
動
潰
れ
、
清
吉
妻
、
孫
吉
太
郎
引
継
、
庭
之
中
仕
切

迄
罷
出
候
処
、
梁
ニ
船
を
釣
置
候
下
ニ
被
挟
、
両
人
共

即
死
仕
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外

可
申
上
品
無
御
座
候

（24）
一
、
此
段
同
村
七
内
御
答
申
上
候
、
私
義
五
人
家
内
ニ
御
座

候
処
、
当
十
二
日
朝
藁
仕
事
ニ
取
掛
居
候
処
、
俄
ニ
大

地
震
ニ
而
急
キ
老
母
并
子
供
ヲ
引
連
走
り
出
候
得
共
、
女

子
そ
や
義
出
後
ニ
相
成
候
内
、
梁
ノ
上
ニ
長
木
敷
渡
、

種
子
俵
等
積
重
ね
置
候
分
背
中
へ
崩
落
、
即
死
仕
、
何

共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無

御
座
候

（25）
一
、
此
段
上
新
田
忠
六
忰
忠
次
郎
御
答
申
上
候
、
私
家
内
七

人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
私
并
弟
六
平
義
、
庭
江

罷
出
稲
こ
な
し
仕
居
、
両
親
と
も
儀
は
茶
之
間
爐
端
ニ

罷
有
、
妻
義
は
寝
間
ニ
手
仕
事
仕
居
、
六
才
ニ
相
成
候

福
蔵
義
も
妻
側
ニ
罷
在
、
其
外
子
供
ハ
外
ト
ニ
遊
居
候

処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
居
宅
動
潰
レ
、
家
内
不
残
潰
家
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之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
助
呉
候
様
鳴
立
候
処
、
近
所
之

も
の
驅
付
、
私
共
ヲ
助
呉
候
ニ
付
、
茶
之
間
壁
を
所
ニ

打
破
、
両
親
を
相
尋
候
処
、
母
ハ
怪
我
も
不
仕
候
得
共
、

父
忠
六
義
、
鍋
ニ
涌
置
候
湯
を
天
窓
ゟ
か
ふ
り
倒
居
候

ニ
付
、
驚
連
出
シ
、
医
師
取
掛
療
治
仕
居
候
得
共
、
過

分
之
痛
故
甚
タ
大
造
ニ
而
命
分
難
計
体
、
妻
并
福
蔵
義

ハ
壁
并
地
之
桁
之
下
ニ
罷
成
、
即
死
仕
居
、
何
共
残
念

至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（26）
一
、
此
段
同
村
市
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
六
人
ニ

御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
私
并
手
支
え
候
者
四
人
庭
ニ

罷
出
稲
こ
き
仕
居
、
母
ハ
茶
ノ
間
爐
端
ニ
罷
在
、
男
子

市
松
義
は
外
ニ
遊
居
候
処
、
俄
ニ
大
地
震
ニ
而
忽
居
宅
動

潰
シ
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
助
呉
候

様
鳴
立
候
処
、
近
所
之
者
家
根
ヲ
破
り
助
呉
候
ニ
付
、

私
共
四
人
遁
出
、
夫
ゟ
母
を
相
尋
候
処
、
炉
端
ニ
梁
之

下
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、
一
同
驚
、
梁
を
切
は
な
し
候
得

共
、
最
早
息
絶
罷
有
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
て
、
母
義
怪

我
死
仕
候
段
、
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外

可
申
上
品
無
御
座
候

（27）
一
、
此
段
同
村
問
兵
衛
御
答
申
上
候
、
私
家
内
六
人
ニ
御
座

候
処
、
当
十
二
日
朝
私
并
経（

継
）父

夫
婦
義
は
庭
ニ
稲
こ
き

仕
居
、
母
并
妻
儀
は
茶
ノ
間
ニ
手
仕
事
仕
居
、
男
子
喜

与
太
義
も
側
ニ
遊
居
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
居
宅
動

潰
れ
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
私
并
経
父

夫
婦
義
は
庭
壁
之
透
間
ゟ
漸
々
這
出
、
夫
ゟ
茶
ノ
間
壁

を
破
り
、
母
を
相
尋
候
処
、
母
義
は
壁
之
下
ニ
相
成
候

処
江
さ
し
落
、
妻
義
は
地
之
桁
ニ
被
挟
、
喜
与
太
義
は

庇
之
下
ニ
相
成
、
三
人
共
即
死
仕
居
、
誠
ニ
以
残
念
至

極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（28）
一
、
此
段
同
村
太
市
郎
御
答
申
上
候
、
私
家
内
九
人
ニ
御
座

候
処
、
当
十
二
日
朝
私
共
一
同
庭
ニ
稲
こ
な
し
仕
居
、

両
親
義
は
茶
之
間
ニ
罷
有
、
子
供
三
人
之
者
は
外
ニ
遊

居
候
処
、
忽
居
宅
動
潰
れ
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相

成
候
ニ
付
、
鳴
立
候
処
、
近
所
之
も
の
打
寄
、
屋
根
ヲ

破
り
呉
候
ニ
付
這
出
、
夫
ゟ
両
親
を
相

候
処
、
父
ハ

茶
ノ
間
鴨
居
之
下
ニ
相
成
、
母
ハ
壁
之
下
ニ
相
成
候
ニ

付
驚
、
鴨
居
、
壁
等
取
除
、
介
抱
仕
候
得
共
、
父
義
は

最
早
息
切
、
母
義
は
左
迄
之
怪
我
も
不
仕
罷
在
候
、
不
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慮
之
災
難
ニ
而
父
儀
怪
我
死
仕
候
段
、
何
共
残
念
至
極
、

歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（29）
一
、
此
段
同
村
三
左
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
五
人
ニ

御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
大
地
震
ニ
而
忽
居
宅
動
潰
れ
、

私
共
末
子
す
の
義
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
私
義
は
壁

之
透
ゟ
這
出
怪
我
不
仕
候
得
共
、
す
の
義
茶
之
間
梁
下

ニ
相
成
即
死
仕
、
妻
并
忰
安
蔵
義
は
外
ニ
罷
在
候
ニ
付
、

怪
我
も
不
仕
候
得
共
、
す
の
義
怪
我
死
ニ
お
よ
ひ
候
段
、

何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品

無
御
座
候

（30）
一
、
此
段
同
村
三
兵
衛
御
答
申
上
候
、
私
義
五
人
家
内
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
家
内
一
同
庭
ニ
籾
臼
挽
罷
在
候

処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
私
義
両
親
を
引
連
レ
驅
出
候
処
、

居
宅
潰
家
ニ
お
よ
ひ
、
妻
義
壁
之
下
ニ
相
成
候
上
江
柱

押
掛
ケ
、
即
死
仕
居
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
妻
怪
我
死

仕
候
段
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上

品
無
御
座
候

（31）
一
、
此
段
今
井
新
田
間
脇
亡
伝
蔵
妻
き
よ
御
答
申
上
候
、
私

家
内
五
人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
ハ
三
条
市
日
ニ
付
、

夫
伝
蔵
義
市
立
ニ
罷
越
候
図
り
ニ
而
支
度
仕
居
、
私
義
は

水
屋
ニ
朝
飯
給
候
請
取
仕
廻
罷
在
候
、
娘
并
末
子
義
は

茶
之
間
ニ
罷
在
、
忰
福
蔵
義
は
庭
ニ
真
蓑
を
捻
居
候
処
、

大
地
震
ニ
而
忽
居
宅
動
潰
、
孰
れ
も
潰
家
之
下
ニ
相
成

候
処
、
私
并
忰
福
蔵
義
は
窓
ゟ
這
出
、
所
々
壁
を
打
破

り
、
夫
ゟ
子
供
を
相

候
処
、
子
供
両
人
義
は
怪
我
も

不
仕
候
得
共
、
夫
義
は
茶
ノ
間
梁
之
下
ニ
相
成
居
候
ニ

付
驚
、
梁
を
切
除
ケ
介
抱
仕
候
得
共
、
最
早
息
絶
罷
在
、

何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品

無
御
座
候

（32）
一
、
此
段
同
村
間
脇
与
五
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内

拾
弐
人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
ハ
三
条
町
市
日
ニ
付
、

弟
勇
吉
、
妹
ミ
や
義
、
里
芋
売
ニ
差
遣
シ
、
其
外
家
内

は
宿
ニ
罷
在
候
処
、
大
地
震
ニ
而
忽
居
宅
動
り
潰
、
孰
れ

も
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
壁
、
窓
等
等
（
マ
マ
）を
押
破
り
、

銘
々
遁
出
候
処
、
私
義
豁
を
痛
メ
、
歩
行
不
相
叶
罷
在

候
内
、
弟
勇
吉
義
、
妹
み
や
死
骸
を
背
負
罷
帰
り
申
聞

候
は
、
三
条
町
田
巻
や
権
右
衛
門
と
申
者
之
軒
下
通
り

掛
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
て
両
人
と
も
庇
之
下
ニ
相
成
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候
ニ
付
、
勇
吉
義
漸
遁
出
、
夫
ゟ
屋
根
を
刎
除
ケ
候
処
、

ミ
や
義
桁
ニ
首
を
挟
、
即
死
仕
候
旨
申
聞
、
何
共
残
念

至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（33）
一
、
此
段
同
村
間
脇
太
四
郎
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
九
人

ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
、
三
条
町
へ
摘
菜
・
真
蓑

を
売
可
参
と
存
、
夫
婦
共
庭
江
罷
出
、
荷
繕
ひ
仕
居
、

其
外
一
同
ハ
茶
之
間
ニ
罷
在
候
処
、
大
地
震
ニ
而
居
宅

動
潰
、
家
内
一
同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
処
、
壁
之
透
間

ゟ
孰
れ
も
這
出
候
得
共
、
這（

マ

マ

）

出
候
得
共
、
三
男
五
兵
衛

不
相
見
ニ
付
、
所
々
相

候
処
、
外
家
之
桁
下
ニ
相
成
、

即
死
仕
居
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之

外
可
申
上
品
無
御
座
候

（34）
一
、
此
段
同
村
名
子
長
右
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
拾

五
人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
一
同
茶
ノ
間
ニ
罷
在

候
処
、
大
地
震
ニ
而
居
宅
動
潰
れ
、
家
内
不
残
潰
家
之

下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
物
置
水
屋
之
窓
ゟ
孰
れ
も
家
内
不

残
遁
出
候
得
共
、
孫
三
次
郎
義
不
相
見
ニ
付
、
所
々
相

候
処
、
茶
之
間
之
さ
し
ニ
被
挟
相
果
居
、
何
共
残
念

至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（35）
一
、
此
段
同
村
関
兵
衛
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
六
人
ニ
御

座
候
処
、
当
十
二
日
朝
、
一
同
茶
之
間
ニ
罷
在
候
処
、

大
地
震
ニ
付
驚
、
孰
れ
も
驅
出
候
得
共
、
妻
義
当
歳
之

女
子
を
抱
キ
走
り
出
候
内
、
居
宅
潰
れ
、
庇
之
下
ニ
相

成
り
候
ニ
付
、
屋
根
ヲ
刎
除
ケ
引
出
候
処
、
妻
義
は
左

迄
之
怪
我
も
不
仕
候
得
共
、
女
子
義
土
台
ニ
強
ク
当
り
、

其
侭
相
果
、
何
共
残
念
至
極
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上

品
無
御
座
候

（36）
一
、
此
段
道
金
村
間
脇
亡
仁
兵
衛
妻
さ
よ
御
答
申
上
候
、
私

家
内
八
人
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
三
条
町
市
日
ニ
付
、

私
夫
婦
共
、
早
朝
摘
菜
・
里
い
も
等
を
背
負
、
同
所
本

寺
小
路
錠
屋
長
左
衛
門
と
申
者
宅
前
ニ
て
荷
を
下
シ
候

処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
同
人
居
宅
動
潰
、
私
夫
婦
共
、

庇
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
鳴
立
候
処
、
近
所
ニ
居
合
候

も
の
、
私
ヲ
引
出
シ
呉
候
ニ
付
、
夫
仁
兵
衛
上
ニ
相
成
居

候
屋
根
を
ま
く
り
居
候
内
、
近
所
ゟ
之
出
火
ニ
而
長
左

衛
門
潰
家
ヘ
燃
移
候
ニ
付
、
真
煤
之
内
木
品
刎
除
候
得

共
、
最
早
一
円
燃
上
り
、
迚
も
可
助
出
手
段
無
御
座
候
、

狂
ひ
居
候
処
、
忰
長
之
助
義
、
私
共
を
安
事
、
驅
付
候
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ニ
付
、
倶
々
死
骸
ヲ
掘
出
シ
候
処
、
最
早
炭
之
如
ク
真

黒
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、
従
之
忰
ニ
死
骨
を
為
負
罷
帰
り

候
処
、
居
宅
不
残
動
潰
、
娘
す
か
義
も
足
ヲ
痛
罷
有
、

頭
并
首
筋
其
外
過
分
ニ
相
痛
メ
、
罷
帰
り
候
後
ハ
、
一

向
正
気
無
御
座
、
夏
中
同
様
ニ
罷
在
候
処
、
追
々
之
療

治
ニ
而
此
程
漸
心
能
方
ニ
相
成
候
得
共
、
今
以
寝
返
り
も

自
由
不
相
成
躰
ニ
御
座
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
夫
義
焼

死
仕
候
段
、
何
共
残
念
至
極
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之

外
可
申
上
品
無
御
座
候

（37）
一
、
此
段
同
村
亡
松
右
衛
門
忰
幸
次
郎
御
答
申
上
候
、
私
義

五
人
家
内
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
三
条
町
市
日
ニ
付
、

私
并
妻
義
は
真
蓑
并
里
芋
等
背
負
、
二
、
三
丁
程
罷
越

候
処
、
大
地
震
ニ
而
章
立
戻
候
得
は
、
最
早
動
潰
居
、

両
親
相
見
不
申
ニ
付
、
屋
根
を
ま
く
り
相
尋
候
処
、
両

親
共
茶
之
間
梁
之
下
ニ
相
成
居
、
其
内
弟
乙
松
義
、
日

雇
先
ゟ
驅
付
候
ニ
付
、
倶
々
梁
を
切
除
ケ
連
出
シ
介
抱

仕
候
得
共
、
最
早
息
切
罷
在
、
誠
ニ
以
残
念
至
極
、
歎

ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

（38）
一
、
此
段
同
村
本
家
小
次
郎
家
内
入
源
蔵
御
答
申
上
候
、
私

義
六
人
家
内
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
、
家
内
一
同

茶
之
間
爐
端
ニ
罷
在
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
逃
出
候

間
も
無
之
内
、
居
宅
動
潰
レ
、
熟
れ
も
潰
家
之
下
ニ
相

成
候
処
、
屋
根
之
破
レ
候
所
よ
り
私
并
妻
、
子
供
三
人

共
這
出
候
得
共
、
母
不
相
見
ニ
付
、
所
々
相

候
処
、

茶
之
間
桁
と
柱
ニ
被
挟
居
ニ
付
、
木
品
切
除
介
抱
仕
候

得
共
、
最
早
息
絶
罷
有
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
母
義
怪

我
死
仕
候
段
残
念
至
極
、
何
共
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之

外
可
申
上
品
無
御
座
候

（39）
一
、
此
段
丸
山
興
野
名
主
元
三
郎
御
答
申
上
候
、
私
義
五
人

家
内
ニ
御
座
候
処
、
忰
虎
之
助
義
は
先
達
而
親
之
村
松

御
領
分
牛
ケ
首
村
方
江
内
用
有
之
、
差
遣
シ
候
所
、
病

気
ニ
付
此
節
余
程
于
今
里
元
ニ
療
治
仕
居
候
処
、
当

十
二
日
一
同
朝
飯
給
罷
有
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
逃

出
候
間
も
無
之
内
居
宅
動
潰
、
家
内
不
残
潰
家
之
下
ニ

相
成
、
私
義
は
梁
ニ
被
敷
、
身
体
自
由
不
相
成
、
其
内

悴
虎
之
助
、
妻
義
壁
之
透
間
ゟ
漸
這
出
、
鳴
立
候
処
、

近
所
之
も
の
驅
付
、
倶
々
屋
根
を
ま
く
り
私
を
引
出
呉

候
得
共
、
母
不
相
見
ニ
付
驚
、
夫
ゟ
所
々
相

候
処
、
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茶
之
間
隅
ニ
壁
并
さ
し
地
之
桁
等
々
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、

木
品
刎
除
ケ
抱
キ
出
シ
、
気
付
等
相
用
介
抱
仕
候
得
共
、

極
老
と
申
右
体
さ
し
桁
等
ニ
被
押
付
候
義
ニ
付
、
最
早

息
絶
罷
有
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
母
義
怪
我
死
仕
候
段
、

何
共
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無

御
座
候

（40）
一
、
此
段
芝
野
村
名
主
理
左
衛
門
御
答
申
上
候
、
私
義
七
人

家
内
ニ
御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
後
、
母
義
は
部
屋

之
巨

（
マ
マ
）燵
ニ
罷
有
、
私
義
は
寝
間
ニ
書
物
仕
居
、
妻
義
は

手
仕
事
仕
居
、
忰
理
三
太
、
娘
と
も
義
は
茶
之
間
ニ
罷

在
候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
忽
チ
居
宅
動
潰
レ
、
家
内
一

同
潰
家
之
下
ニ
相
成
候
ニ
付
、
助
呉
候
様
鳴
立
候
処
、

小
走
辰
蔵
走
り
付
、
壁
を
透
シ
呉
候
ニ
付
、
私
并
妻
と

も
這
出
候
処
、
母
并
子
供
不
相
見
ニ
付
、
呼
立
相

候

処
、
忰
利
三
太
、
娘
三
人
ハ
煙
出
シ
ゟ
追
々
這
出
候
得

共
、
母
之
声
も
不
仕
候
ニ
付
、
寝
間
之
屋
根
を
ま
く
り

而
相
尋
候
処
、
矢
張
巨
燵
ニ
居
な
か
ら
梁
并
上
具
落
重

り
候
下
ニ
相
成
居
候
ニ
付
、
驚
先
ツ
木
品
刎
除
ケ
漸
抱
起

シ
、
気
付
薬
等
相
用
、
程
々
介
抱
仕
候
得
共
、
極
老
と

申
背
中
へ
梁
落
候
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
最
早
息
絶
罷
在

候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
母
義
怪
我
死
仕
候
段
、
残
念
至

極
、
何
共
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座

候

（41）
一
、
此
段
中
之
嶋
町
名
主
与
文
治
御
答
申
上
候
、
私
義
六
人

家
内
ニ
御
座
候
処
、
三
男
雷
蔵
義
今
町
医
者
玄
忠
方
江

毎
朝
素
読
ニ
差
遣
候
ニ
付
、
当
十
二
日
も
早
朝
罷
越
候

処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
、
私
居
宅
も
所
々
相
痛
、
近
所

并
今
町
等
過
分
之
潰
家
ニ
相
成
、
玄
忠
居
宅
も
潰
家
ニ

相
成
候
趣
ニ
付
、
不
取
敢
家
来
并
近
所
之
も
の
等
相
頼

差
遣
候
処
、
茶
之
間
唐
紙
外
シ
候
上
江
さ
し
落
即
死
仕

居
候
ニ
付
、
直
ク
ニ
引
取
申
候
、
右
ハ
一
体
之
変
事
ニ
而
、

右
之
仕
末
ニ
お
よ
ひ
候
儀
ニ
御
座
候
得
は
、
玄
忠
江
対
シ

聊
遺
念
申
分
等
無
御
座
候
、
不
慮
之
災
難
ニ
而
雷
蔵
義

怪
我
死
仕
候
段
、
残
念
至
極
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外

可
申
上
品
無
御
座
候

（42）
一
、
此
段
今
町
医
者
玄
忠
御
答
申
上
候
、
私
義
家
内
五
人
ニ

御
座
候
処
、
当
十
二
日
朝
飯
給
仕
廻
、
家
内
之
者
四
人

は
寝
間
巨
燵
ニ
罷
有
、
私
義
ハ
中
之
嶋
町
名
主
与
文
治
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殿
三
男
雷
蔵
罷
越
候
ニ
付
、
調
合
之
間
ニ
而
素
読
仕
居

候
処
、
俄
之
大
地
震
ニ
而
両
人
共
茶
之
間
迄
罷
出
候
内
、

雷
蔵
へ
唐
紙
外
シ
懸
リ
候
上
江
さ
し
落
、
其
外
家
内
一

同
潰
家
下
ニ
相
成
、
鳴
立
居
候
得
共
、
近
所
之
儀
も
一

同
之
儀
ニ
而
参
呉
候
者
も
無
之
、
其
内
与
文
治
殿
ゟ
人

足
五
、
六
人
為
遣
被
呉
、
家
根
を
破
り
候
而
、
家
内
之

者
追
々
罷
出
候
得
共
、
雷
蔵
義
前
段
之
体
ニ
而
即
死
い

た
し
居
候
ニ
付
、
さ
し
を
取
除
差
出
、
其
侭
被
引
取
候

義
ニ
御
座
候
、
尤
私
家
内
之
者
ハ
怪
我
等
無
之
候
得
共
、

不
慮
之
災
難
と
ハ
乍
申
、
雷
蔵
義
怪
我
死
仕
候
段
、
於

私
何
共
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
之
外
可
申
上
品
無
御
座
候

右
相
違
不
申
上
候
、
以
上中

之
嶋
組

丸
山
興
野

与
右
衛
門

文
政
十
一
子
年
十
一
月

下
関
新
田

与　

六（
印
）

同
村

平　

七（
印
）

坂
井
村

弥　

助

同
村
百
姓
亡
与
右
衛
門
妻

さ　

ん

同
村

与
三
兵
衛

坂
井
村

助　

七

同
村

平
三
郎

三
林
村

仁
太
郎

同
村

利
右
衛
門

同
村

太
左
衛
門

同
村
八
郎
治
忰勘　

治

同
村

市　

内

安
田
興
野

与　

助

同
村

源　

助
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同
村
甚
九
郎
忰卯左

衛
門

安
田
興
野

三
次
郎

芝
野
村

常
右
衛
門

今
井
野
新（

田
脱
カ
）弥助

忰
保
之
助

同
村

伴　

七

同
村

彦　

市

同
村

森
右
衛
門

同
村

弥
五
助

同
村

七　

内

上
新
田
忠
六
忰忠次

郎

同
村

六
右
衛
門

上
新
田

問
兵
衛

同
村

太
市
郎

同
村

三
左
衛
門

同
村

三
兵
衛

今
井
新
田
亡
伝
蔵
妻

き
よ

同
村

与
五
右
衛
門

同
村

太
四
郎

同
村

長
右
衛
門

同
村

関
兵
衛

道
金
村
亡
仁
兵
衛
妻

つ
よ

道
金
村

幸
次
郎

同
村
小
次
郎
家
内
入

源　

蔵

丸
山
興
野
名
主元三

郎

フ�ックid6.indb   22フ�ックid6.indb   22 12/04/25   15:5012/04/25   15:50
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



一八二八年三条地震における民衆と民家の被害

23

23

芝
野
村
名
主理

左
衛
門

中
之
嶋
町
名
主與文

治

今
町
医
者

玄　

忠

坂
上
仁
太
夫
様

前
書
一
同
御
答
申
上
候
口
上
、
私
共
義
同
席
ニ
而
承
知
仕
候
処

相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
奥
書
印
形
奉
差
上
候
、
以
上

中
之
嶋
組
庄
屋
代

真
弓
村

専
左
衛
門

丸
山
興
野
名
主元三

郎

同
村
組
頭

團　

七

同
村
百
姓
惣
代弥　

吉

同
村
与
右
衛
門
親
類

組
合
惣
代
兼市

右
衛
門

下
関
新
田
名
主唯左

衛
門（
印
）

同
村
組
頭

市
之
丞（
印
）

下
関
新
田
組
頭源兵

衛（
印
）

同
村
百
姓
惣
代市右

衛
門（
印
）

同
村
与
六
親
類

組
合
代
兼

長　

吉（
印
）

同
村
平
七
親
類

組
合
代
兼

助
右
衛
門（
印
）

坂
井
村
名
主弥

八
郎

同
村
組
頭

四
郎
右
衛
門

右
同
断

甚
兵
衛

同
村
百
姓
惣
代助右

衛
門

同
村
弥
助
親
類

組
合
代
兼

勘
兵
衛
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同
村
与
右
衛
門
親
類

組
合
惣
代
兼伊

之
助

坂
井
村
与
三
兵
衛
親
類

組
合
惣
代
兼文　

七

同
村
助
七
親
類

組
合
代
兼

勘
五
郎

同
村
平
三
郎

親
類
組
合
代
兼津右

衛
門

三
林
村
名
主常　

治

同
村
組
頭

佐
次
右
衛
門

同
村
右
同
断茂

右
衛
門

同
村
百
姓
惣
代仙右

衛
門

同
村
仁
太
郎
親
類

組
合
代
兼

多
兵
衛

同
村
利
右
衛
門
親
類

組
合
代
兼

甚
九
郎

同
村
太
左
衛
門
親
類

組
合
代
兼

藤　

吉

三
林
村
百
姓
亡
八
郎
次
忰
勘
次

親
類
組
合
代
兼弥之

助

同
村
市
内
親
類
組
合
代
兼

喜
兵
衛

安
田
興
野
名
主勘之

助

同
村
組
頭

伝
右
衛
門

同
村
百
姓
惣
代利兵

衛

同
村
与
助
親
類
組
合

代
兼

増
右
衛
門

同
村
源
助
親
類
組
合

代
兼

佐　

助

同
村
甚
九
郎
忰
卯
左
衛
門

親
類
組
合
代
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一八二八年三条地震における民衆と民家の被害
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